




































【正解と解説】

●問題Ⅲ-1
正解は①
山地災害防止機能／土壌保全機能に応じた望ましい森林は、樹木根系の発達や豊かな下層
植生によって表層土壌が緊縛・保持されている森林である。「浸透を促進する施設が整備
されている森林」とする記述は水源涵養機能等の記述と混同しており不適切である。

●問題Ⅲ-2
正解は④
市町村森林整備計画は、地域森林計画の対象となっている民有林につき、市町村が「5年
ごとに10年を1期」としてたてる計画である。5年を1期とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-3
正解は②
除伐において広葉樹等の不要樹種を伐倒する場合、萌芽力の衰える「初夏から盛夏」に行
うと萌芽再生が抑制されて効率が良い。萌芽力の強い厳冬期に行うとする記述は誤りであ
る。

●問題Ⅲ-4
正解は⑤
樹冠長率（樹冠長／樹高）は、立木が混み合って下枝が枯れ上がるほど低下する指標であ
る。一般に樹冠長率が30%以下になると過密（混み過ぎ）と判定されるため、80%以上で混
み過ぎとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-5
正解は②
列状間伐は、立木の形状や優劣に関係なく機械的に一定列を伐採する手法であり、立木1
本ごとの形質を判定する定性的な選木作業は行わない。選木を定性的に行うとする記述は
誤りである。

●問題Ⅲ-6
正解は⑤
コンテナ苗は、容器側面にリブを設け底面を開口させることで、空気根切り（エアープル
ーニング）により「根巻きを防止」し、成型性の高い根鉢を形成させる。底面を閉めて根
巻きが進むとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-7
正解は③
漸伐作業は、予備伐・下種伐・受光伐・後伐の順に数段階に分けて伐採を進め、母樹から
の天然下種により林分を更新させる作業法であり、「天然更新」が前提である。人工更新
を前提とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-8
正解は④
固定した視点から認識される静的な景観を「シーン景観」といい、視点を移動させること
で次々と移り変わる連続した景観を「シークエンス景観」という。内部景観・外部景観と
する記述は誤りである。

●問題Ⅲ-9
正解は⑤
国際熱帯木材機関（ITTO）の本部は、日本の「神奈川県横浜市」に置かれている。ジュネ
ーブに本部を置くとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-10
正解は①
スギカミキリやスギノアカネトラカミキリは、幼虫が樹幹の形成層や木部を食害する「穿
孔性害虫」である。虫えい（虫こぶ）を形成する害虫とする記述は誤りである。



●問題Ⅲ-11
正解は③
ケヤキは被子植物（双子葉植物・ニレ科）に属する広葉樹である。モミは裸子植物である
が、ケヤキを裸子植物とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-12
正解は⑤
土壌コロイド（腐植や粘土）が吸着保持するCa2+、Mg2+、K+などの陽イオンは「塩基性陽
イオン（交換性塩基）」である。酸性の陽イオンとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-13
正解は④
大気中の窒素分子（N2）は三重結合を持つ不活性な気体であり、植物が直接吸収して養分
として利用することはできない。土壌中の窒素固定菌や無機化作用によってアンモニウム
態や硝酸態になって初めて根から吸収される。

●問題Ⅲ-14
正解は③
ミティゲーション（環境保全措置）は、環境影響を未然に防ぐ「回避」、影響の規模を小
さくする「低減」、損なわれる環境を他で補償する「代償」の3段階に大別される。維持
と原状回復の2つとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-15
正解は③
降雨中や降雨直後は林内の相対湿度がほぼ100%に達し水蒸気圧飽差が極めて小さくなるた
め、気孔からの蒸散作用は著しく抑制される。遮断蒸発と同程度起こるとする記述は誤り
である。

●問題Ⅲ-16
正解は①
斜面崩壊の素因としては斜面勾配も重要であるが、実際の山地斜面における表層崩壊の発
生危険度には、風化土層の厚さ（土層厚）や地質構造、間隙水圧の上昇特性などが決定的
な影響を及ぼす。

●問題Ⅲ-17
正解は②
透過型ダムは、主に土石流の発生域直下や「流下域」において巨礫や流木を捕捉しエネル
ギーを減殺する目的で設置される。堆積地が広く広がる「堆積域」に施工する記述は不適
切である。

●問題Ⅲ-18
正解は①
透水型（スリット型等）の治山ダムであっても、出水時には一時的に土砂や転石を堆積・
捕捉して勾配を緩和し、土砂移動の抑止や渓床・渓岸の縦横侵食を防止する効果を有す
る。効果が期待できないとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-19
正解は④
山腹緑化工における木本類の導入は、植生マット工や実播工（種子吹付工）による直接緑
化、あるいは先駆草本類の被覆後に周辺からの飛来種子等による侵入を促す工法など多様
であり、必ず緑化基礎工の後に植栽工で木本類を導入するわけではない。

●問題Ⅲ-20
正解は⑤
防風林の最適密閉度は、林帯背後に強い渦流（巻き込み風）を発生させずに風速を効率的
に減衰させる「50〜60%程度」である。90%前後で隙間なく閉鎖されているときとする記述
は誤りである。



●問題Ⅲ-21
正解は②
昇降式や器高式は、レベルと標尺を用いて直接高低差を測定する「直接水準測量」におけ
る野帳の計算・記入方式である。間接水準測量の区分とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-22
正解は③
林道規程において、車道の曲線部の拡幅は内輪差を考慮して設けることが定められている
が、地形の状況等に応じてやむを得ない場合には所定の基準により拡幅量を縮減すること
が認められている。縮減を行わないとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-23
正解は⑤
森林作業道作設指針において、路面の雨水を効果的に分散排水するためには、波形勾配（
緩急をつけた縦断勾配）を設けてこまめに路外へ排水させることが基本であり、縦断勾配
を可能な限り一様に緩やかにするわけではない。

●問題Ⅲ-24
正解は①
林野庁の統計によると、我が国の林内路網（林道、林業専用道、森林作業道）の総延長は
約14万kmであり、およそ4万kmとする記述は過小で誤りである。

●問題Ⅲ-25
正解は④
各層の素線が同じ「より角」で交差・点接触するものが交差よりであり、各層の素線が同
じ「ピッチ」で平行に揃い線接触するものが平行よりである。説明が逆である。

●問題Ⅲ-26
正解は②
装軌式（クローラ式）は接地圧が低く軟弱地や傾斜地の走行・登坂性能に優れるが速度は
遅い。装輪式（ホイール式）は走行速度が高いが接地圧が高く軟弱地では沈下しやすい。
説明が逆である。

●問題Ⅲ-27
正解は②
林業労働における死傷年千人率は約20〜25前後で推移しており、全産業平均（約2.3前
後）の「およそ10倍」に達している。およそ3倍とする記述は過小で誤りである。

●問題Ⅲ-28
正解は⑤
直列工程（前工程の完了後に次工程を行う方式）は工程間に待ち時間が生じるため、各工
程を同時並行で進める並列工程に比べて作業システム全体の所要時間は「長く」なる。直
列工程の方が短くなるとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-29
正解は④
道管や仮道管は成熟完了時に原形質を消失して死細胞となるが、養分貯蔵等を担う放射柔
細胞や軸方向柔細胞は辺材中では生細胞として生存し続け、辺材から心材へと移行する段
階で初めて死細胞となる。

●問題Ⅲ-30
正解は③
木材の膨潤・収縮は、水分が細胞壁内の「非晶領域（アモルファス領域）」にある水酸基
に吸脱着し、セルロース分子鎖間を押し広げたり狭めたりすることで生じる。結晶領域に
水が出入りするわけではない。

●問題Ⅲ-31



正解は②
縮み型切削（圧縮型切削）は、切削角や切込み量が「大きい」ときに、刃先前方で材が圧
縮されて不規則な折れ曲がりを生じる切削形態である。切削角・切込み量がともに小さい
ときに連続して生成されるのは「流れ型」の切り屑である。

●問題Ⅲ-32
正解は②
JIS Z 2101における木材含水率（乾量基準含水率）の計算式は、水分量（m−m0）を「全乾
質量（m0）」で除して算出する（u＝(m−m0)/m0×100%）。湿量質量mで除している記述は
誤りである。

●問題Ⅲ-33
正解は①
木材の熱分解開始温度を低下させて脱水炭化を促進し、不燃性の水蒸気発生と炭化層形成
を促す難燃剤は「リン系」薬剤の作用機構である。ハロゲン系難燃剤は気相で燃焼ラジカ
ルを捕捉して消炎する。

●問題Ⅲ-34
正解は①
木材接着の強さ試験において、良好な接着状態では木材自体が破断する「木部破壊（木破
率が高い状態）」となる。接着剤と木材の境界面で剥がれる「界面破壊（接着破壊）」が
生じるのは接着強度が不十分な状態である。

●問題Ⅲ-35
正解は④
白炭は炭化の最後に窯口を開けて約1,000℃の高温で精錬し、窯外に引き出して消し粉を
かけて急冷・消火する。黒炭は炭化温度400〜700℃程度で窯口を密閉して窯内で自然冷却
・消火する。説明が逆である。


